
第１章 総 則

第１条 (本規定の目的)

この規定は, 本学類生の学生生活がよりよく営まれるために選出されるべき役員等の選挙が, 選

挙人の自由意志に基づいて, 公明かつ適正に行われ, 大学における学生の自治が民主的に形成され

るためのものである｡

第２条 (本章の適用)

この規定は, 学生の管理または投票の行われる選挙において認用され, 本章は, 本会の役員また

はこれに準ずるものについて適用する｡

第３条 (選挙管理委員会)

１ 学友会規約第15条２項に基づき代議員の指名した正会員５名を選挙管理委員 (以下 ｢委員会｣

と表記する) とし, 選挙管理委員会 (以下 ｢委員会｣ と表記する) を構成する｡

２ 委員の任期を１年とし委員の中から委員長を互選し, 合議制で業務を行う｡

第２章 選挙権及び被選挙権

第４条 (選 挙 権)

学友会学生部会会員 (以下, 学友会正会員) は, すべて選挙権を有する｡

第５条 (被 選 挙 権)

１ 本会の会員は, 全て被選挙権を有する｡

２ 次の事項の一つに該当する者はその被選挙権を停止あるいは認めない｡

一 休学中あるいは留学中またはその見込みの者｡

二 委員である者｡

三 委員の任期を全うできない者｡

四 会計監査委員においては, その監査対象期間内に執行委員であった者｡

五 その他の事由によって役員の責を負えない者｡

第３章 選 挙

第６条 (選 挙 業 務)

選挙業務は委員がその一切を管理し, 委員及びこれに準ずるものが執り行う｡ 但し投票集計に限

り, 委員長の指名した代議員を委員に準じた扱いとし, 業務を委託することができる｡ 但し, その

際に代議員長の承認を得るものとする｡

第７条 (業 務 内 容)

委員の業務内容を次の通りとする｡

一 立候補者名簿の作成｡

二 選挙の公示及び告示｡

三 選挙運動の管理｡

四 投票及び開票の管理｡

五 選挙結果の公示｡
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六 選挙に関する判断｡

七 その他必要な事項｡

第８条 (選 挙 期 日)

１ 選挙期日は, 選挙内容の公示から７日以内に告示する｡

２ 立候補の届け出期間は, 休日を除いて６日間以上とする｡

３ 投票期間は, 休日を除いて６日間以上とする｡

４ 開票は原則として, 即日開票とする｡

５ 結果は開票後速やかに公示する｡

第９条 (届 出 事 項)

１ 立候補者は, 正規の届け出用紙の書式に従って告示された期間内に委員会に対して届け出を行

なう｡

２ 届け出に必要な事項を次の通りとする｡

一 立候補者の氏名及び所属演習名及び捺印｡

二 推薦者１名以上の氏名及び所属演習名｡

三 立候補者の決意表明文｡

第10条 (届け出の受理及び確認)

委員会は, 正当な理由なしで届け出を拒否してはならず, 届け出を受理し, 確認するが, 不備を

確認したときは速やかに訂正あるいは撤回を求める｡

第11条 (立会演説会)

委員会は原則として２回以上の立ち会い演説会を行なう｡ ただし, 次の事項を満たした場合には

立会演説会を１回とすることができる｡

一 正当な理由があること｡

二 それに代わる適切な手段を講ずること｡

三 一, 二, を選挙公示前に代議員会に報告し, 承認を得ること｡

第12条 (投 票)

１ 選挙は無記名投票の秘密選挙とする｡

２ 信任投票の成立は, 四年次までの正会員総数の過半数の有効投票数を必要とする｡

第13条 (開 票)

１ 開票の管理は委員会がこれを行なう｡

２ 開票業務は委員及びこれに準ずるものが行なう｡

３ 開票は公開とするが, 業務に支障をきたす言動について委員は注意を与えまたは退出を命ずる

ことができる｡

４ 次の票を無効票とする｡

一 正規の用紙を用いないもの｡

二 所定の書式でないもの｡

三 自署しないもの｡

四 その他公示された投票用紙に沿わないもの｡

第14条 (結 果)

１ 当選者は上位得票者から定員までとする｡

２ ただし, 定員に満たない場合は信任扱い票とし, 有効投票数の過半数の得票をもって, 信任の
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成立とする｡

３ 結果の公示内容を次の通りとする｡

一 投票総数及び内容｡

二 各候補者の得票数及び当落｡

三 その他必要な事項｡

第４章 選 挙 運 動

第15条 (選挙運動の内容)

１ 選挙運動は原則として公序良俗に反しない限りにおいて行なう｡

２ 立会演説会は委員会が主催する｡

３ その他の必要事項は委員会が示す｡

第16条 (遵 守 事 項)

１ 各々の団体及び個人の権利を尊重すること｡

２ その他委員会が定めた事項を守ること｡

第５章 解 任 請 求 (リコール)

第17条 (請 求)

１ 選挙権を有する者は, その総数の３分の１以上の連署をもって, 委員会に対して役員の解任を

請求することができる｡

２ 委員会は, 請求を受けた場合, 速やかに確認し, 直ちに請求の趣旨を公表して, 有権者の投票

に付さなければならない｡

第18条 (解 任)

１ 前条２に基づき投票の過半数の賛成で解任が成立する｡

２ 前条２に基づく投票の結果については, 解任の成立不成立に関わらず, 速やかに公表する｡

第６章 附 則

第19条 選挙内部規約の改廃は, 行政政策学類学友会規約の改廃に準ずる｡

第20条 選挙内部規約は, 1993年６月22日をもって発効する｡ (代議員会承認)

但し, 1997年６月23日一部改正 (学生大会)
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